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重
要
課
題
へ
の
効
率
的
配
分

十
五
年
度
の
予
算
は
、
行
政
の
質

の
向
上
と
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
に
心
掛
け
、
重
要
課

題
へ
の
効
率
的
な
予
算
配
分
に
努
め

編
成
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
、
市
税
収
入
が
減
額

と
な
る
見
込
み
な
ど
か
ら
、
前
年
度

比
五
・
二
％
減
と
な
る
二
百
二
十
九

億
五
千
万
円
と
し
ま
し
た
。
特
別
会

計
、
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総

額
は
、
前
年
度
比
〇
・
九
％
減
の
四

百
五
十
三
億
百
四
十
九
万
円
と
し
ま

し
た
。

一
般
会
計
の
収
入
は
、
市
税
を
は

じ
め
と
す
る
自
主
財
源
を
百
六
十
一

億
二
百
二
十
六
万
四
千
円
計
上
し
ま

し
た
。
収
入
の
七
〇
・
二
％
を
占
め
、

財
政
の
健
全
性
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

支
出
で
は
、
子
育
て
支
援
、
高
齢
化
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「
安
全
」「
安
心
」
そ
し
て
「
元
気
」
な
ま
ち
づ
く
り

予
算
総
額
は
453
億
円

予
算
総
額
は
453
億
円

厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、
本
市
に
お
き
ま

し
て
も
、
市
税
収
入
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

財
源
の
確
保
は
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
ま
い

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
予
算
編
成
に

当
た
り
ま
し
て
は
「
最
小
の
経
費
で
最
大
の

効
果
」
を
念
頭
に
、
徹
底
し
た
歳
出
の
見
直

し
に
基
づ
く
「
安
全
」
「
安
心
」
そ
し
て

「
元
気
」
な
ま
ち
づ
く
り
に
重
点
を
置
き
ま

し
た
。

「
安
全
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
種
防
災

着
実
で
積
極
的
な
施
策
を
展
開 山田　豊 市長

※１万円未満は四捨五入。

市税（55.6％） 
127億5,161万円 

その他（6.4％）14億6,293万円 

その他（5.9％）13億4,000万円 

繰入金（4.0％）9億2,080万円 

市債（7.3％） 
16億8,000万円 

国庫支出金（5.4％） 
　12億4,839万円 

収入 

諸収入（4.2％）9億6,692万円 

県支出金（3.4％）7億9,135万円 

地方交付税（5.0％） 
　11億3,800万円 

地方消費税交付金（2.8％）6億5,000万円 

依
存
財
源（

29
.8％
）

6
8
億
4,
77

4万
円

自
主財源（70.2

％）

161億0,226万円

229億5,000万円
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市 税 収 入 支 　 　 出

に
対
応
す
る
施
策
の
推
進
な
ど
か
ら

民
生
費
が
構
成
比
で
最
も
高
く
な
り

ま
し
た
。
土
木
費
で
は
、
区
画
整
理

事
業
の
推
進
や
「
安
全
」
に
配
慮
し

た
道
路
改
良
を
推
進
す
る
よ
う
予
算

配
分
す
る
な
ど
、
五
・
〇
％
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。
教
育
費
で
は
、
文
化

創
造
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
の
完
了
で

事
業
費
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
小

中
学
校
に
お
け
る
少
人
数
指
導
、
英

語
教
育
、
情
報
教
育
な
ど
を
推
進
、

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
文
化

振
興
事
業
も
推
進
し
ま
す
。

今
年
度
の
主
な
事
業
は
、
次
の
ペ

ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

●
問
合
先

総
務
課

対
策
、
危
険
個
所
の
解
消
、
交
通
安
全
や
環

境
保
全
対
策
な
ど
に
よ
り
、
市
民
生
活
の
安

全
を
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
安
心
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子
育
て
支

援
サ
ー
ビ
ス
や
高
齢
者
福
祉
の
充
実
、
障
害

者
の
生
活
支
援
な
ど
、
総
合
的
な
地
域
福
祉

施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
元
気
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
文
化
芸
術

活
動
の
振
興
、
健
や
か
な
子
ど
も
た
ち
の
育

成
や
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
、
商
工
業
の
振

興
支
援
、
地
域
情
報
化
の
推
進
な
ど
、
元
気

な
ま
ち
の
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

第
三
次
総
合
計
画
の
着
実
か
つ
積
極
的
な

推
進
と
行
政
改
革
の
実
行
の
も
と
、「
市
民

が
誇
り
を
持
つ
ま
ち
、
持
て
る
ま
ち
」
を
実

現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

消防費（4.0％）9億2,434万円 
　　農林水産業費（2.4％）5億5,060万円 
　　　　その他（2.7％）6億1,238万円 

支出 

教育費（16.4％） 
37億5,830万円 

土木費（18.7％） 
42億9,379万円 

民生費（20.3％） 
46億6,822万円 

公債費（12.4％） 
28億4,701万円 

総務費（11.1％） 
25億5,198万円 

衛生費（12.0％） 
27億4,338万円 

市民１人当たりの

固定資産税

62,378円

民 生 費

48,254円
市 民 税

50,278円

土 木 費

44,384円
都市計画税

12,590円

教 育 費

38,849円
市たばこ税

5,303円

衛 生 費

28,358円
そ の 他

1,261円
そ の 他

77,384円

合計131,810円 合計237,229円

特別会計と企業会計予算額
区　　　分

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 事 業

老 人 保 健

公 共 下 水 道 事 業

介 護 保 険

可児駅東土地区画整理事業

特定環境保全公共下水道事業

農 業 集 落 排 水 事 業

自 家 用 工 業 用 水 道 事 業

五 財 産 区

簡 易 水 道 事 業

飲 料 水 供 給 事 業

水 道 事 業

合 計

34億7,500万円

223億5,149万円

57億9,490万円

52億2,800万円

38億6,200万円

25億3,700万円

7億8,000万円

2億4,700万円

2億1,100万円

1億5,000万円

5,179万円

1,130万円

350万円

当初予算額

３月１日現在の人口（96,742人）で計算

一般会計予算

平成15年度 

予算  予算  予算  
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平
成
15
年
度
の
主
な
事
業
概
要

通
学
路
整
備
事
業

５

２
５
０
万
円

小
学
生
の
通
学
時
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、
多
面
的
に
通
学
路
の
整

備
を
図
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
下
切
地
内
の
市
道
34

号
線
、
石
井
地
内
の
市
道
１
１
１
号

線
、
今
渡
地
内
の
市
道
５
２
９
５
線

の
歩
道
整
備
を
行
い
ま
す
。

歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
事
業

２
０
０
万
円

車
を
中
心
と
し
た
従
来
の
道
造
り

か
ら
、
歩
行
者
・
自
転
車
な
ど
の
交

通
弱
者
の
視
点
で
、
生
活
空
間
の
一

部
と
し
て
の
道
路
、
そ
し
て
人
と
車

が
共
存
で
き
る
安
全
で
快
適
な
道
路

空
間
と
道
路
網
を
構
築
し
ま
す
。

全
市
的
な
視
点
か
ら
の
歩
道
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
駅
や
商
店
街

あ
る
い
は
公
共
施
設
な
ど
の
人
口
集

中
エ
リ
ア
、
ま
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
空
間
や
小
中
学
校
周
辺
の
ス
ク

ー
ル
ゾ
ー
ン
に
お
い
て
安
全
快
適
な

歩
行
者
空
間
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
併
せ
て
市
民
の
余
暇
、
健

康
増
進
の
た
め
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ル

ー
ト
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

歩
道
の
設
置
・
改
善
の
み
な
ら
ず
、

地
域
の
理
解
を
得
た
上
で
の
交
通
規

制
の
設
定
、
障
害
物
の
設
置
に
よ
る

通
過
交
通
の
排
除
な
ど
、
地
域
特
性

を
勘
案
し
た
上
で
総
合
的
、
多
面
的

な
手
法
を
採
用
し
て
整
備
を
進
め
ま

す
。本

年
度
は
、
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
定
義
と
整
備
方
針
や
整
備
手
法

に
つ
い
て
考
察
を
行
い
、
効
率
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
た
め
の
実
施

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事

利
子
補
給
金

１
２
０
万
円

東
海
・
東
南
海
地
震
の
発
生
が
想

定
さ
れ
る
中
、
市
は
個
人
の
木
造
住

宅
の
地
震
に
対
す
る
安
全
性
の
向
上

を
図
り
、
「
安
全
で
安
心
な
ま
ち
」

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
内
に
あ
る
木
造
住

宅
で
耐
震
診
断
助
成
制
度
を
利
用
し

た
住
宅
の
所
有
者
が
、
耐
震
改
修
工

事
に
要
す
る
費
用
を
借
り
入
れ
た
場

合
、
そ
の
利
子
の
一
部
を
補
給
し
ま

す
。利

子
補
給
の
対
象
と
な
る
借
入
金

の
上
限
は
３
０
０
万
円
で
、
借
入
金

に
対
す
る
適
用
利
率
の
う
ち
の
２
％

（
適
用
利
率
が
２
％
未
満
の
場
合
は
、

そ
の
利
子
に
相
当
す
る
額
）
を
５
年

間
補
給
し
ま
す
。

防
災
備
蓄
倉
庫
整
備
事
業

１

２
０
０
万
円

市
は
、
大
地
震
な
ど
の
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
市
民
の
生

命
・
財
産
を
守
る
た
め
防
災
備
蓄
倉

庫
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
現
在
市
内

に
は
、
お
お
む
ね
公
民
館
を
基
点
に

14
カ
所
の
防
災
備
蓄
倉
庫
を
整
備
し

て
い
ま
す
が
、
新
た
に
２
カ
所
の
防

災
備
蓄
倉
庫
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

設
置
場
所
は
今
後
決
定
し
ま
す
が
、

１
カ
所
当
た
り
乾
パ
ン
７
０
０
缶
、

発
電
機
・
投
光
機
各
１
台
、
簡
易
ト

イ
レ
30
組
、
毛
布
２
０
０
枚
な
ど
を

配
置
し
ま
す
。

今
渡
公
民
館
増
築
事
業

３
億
３

０
１
６
万
円

昭
和
59
年
に
建
築
さ
れ
た
今
渡
公

民
館
は
、
体
育
室
・
音
楽
室
な
ど
が

な
い
た
め
、
多
様
な
公
民
館
活
動
の

要
望
に
応
じ
き
れ
て
い
な
い
状
況
で

す
。そ

こ
で
、
体
育
室
を
中
心
と
し
た

施
設
を
増
築
し
ま
す
。
増
築
総
面
積

は
９
９
７
・
６
５
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、

ア
リ
ー
ナ
、
ス
テ
ー
ジ
、
多
目
的
室
、

炊
事
場
、
倉
庫
、
ロ
ビ
ー
な
ど
を
整

備
し
ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
検
診

４
０
４
万
円

骨
粗
し
ょ
う
症
は
骨
折
な
ど
の
基

礎
疾
患
と
な
る
こ
と
か
ら
、
早
期
に

骨
量
減
少
者
を
発
見
し
予
防
す
る
も

の
で
す
。

検
診
対
象
者
は
40
〜
65
歳
ま
で
の

５
歳
刻
み
の
女
性
と
し
、
検
診
車
が

主
要
公
民
館
を
巡
回
す
る
形
式
で
行

い
ま
す
。
検
診
内
容
は
①
問
診
②
骨

密
度
測
定
③
栄
養
士
お
よ
び
保
健
師

に
よ
る
生
活
改
善
指
導
と
し
、
そ
の

場
で
明
ら
か
に
な
る
検
査
結
果
に
基

づ
い
て
、
食
事
・
運
動
な
ど
の
改
善

点
を
明
ら
か
に
す
る
個
別
指
導
に
重

点
を
置
き
ま
す
。

全
国
高
校
女
子
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
大
会
運
営
補
助
金

１
５
０
万
円

県
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
協
会

と
関
係
団
体
は
、７
月
19
日
〜
21
日
、

本
市
に
お
い
て
全
国
高
等
学
校
女
子

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
大
会

，

，

，

歩道を設置予定の市道111号線の通学風景

乾パンなどが整然と保管されている防災備蓄倉庫

骨密度測定の様子（13年度健康フェスティバル）
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平成15年度 

予算  予算  予算  
を
開
催
し
ま
す
。

市
は
、関
係
団
体
と
の
連
絡
調
整
、

式
典
お
よ
び
競
技
運
営
、
大
会
開
催

に
必
要
な
競
技
施
設
お
よ
び
設
備
の

整
備
、
役
員
・
選
手
の
宿
泊
な
ど
に

関
す
る
事
務
、
大
会
の
広
報
活
動
や

報
道
に
関
す
る
事
務
な
ど
、
会
場
地

と
し
て
こ
の
大
会
を
支
援
し
ま
す
。

運
動
指
導
事
業
（
ヘ
ル
ス

ア
ッ
プ
65
）

９
４
万
円

高
齢
者
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た

実
践
的
な
運
動
指
導
事
業
を
展
開
し
、

寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
予
防
だ
け
で
な

く
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
と
い
わ
れ

る
元
気
高
齢
者
世
代
を
築
き
、
医
療

費
の
削
減
を
目
指
し
ま
す
。

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
対
象
で
、

市
で
実
施
し
た
基
本
健
康
審
査
お
よ

び
体
力
測
定
の
デ
ー
タ
を
参
考
に
、

筋
力
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
個
別
の

運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
ま
す
。

参
加
者
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
従
っ
て

施
設
ま
た
は
家
庭
で
実
践
し
、
６
カ

月
ご
と
に
評
価
を
行
い
、
運
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
修
正
し
ま
す
。
こ
れ
を
継

続
し
、
事
業
お
よ
び
医
療
経
済
評
価

を
行
い
ま
す
。

電
子
投
票
執
行
経
費
（
市

議
会
議
員
選
挙
）

４

０
０
３
万
円

選
挙
事
務
へ
電
子
投
票
機
を
導
入

す
る
こ
と
に
よ
り
、
選
挙
事
務
の
効

率
化
・
迅
速
化
を
図
る
と
と
も
に
、

無
効
票
の
発
生
を
防
止
し
、
有
権
者

の
意
思
を
正
確
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
自
書
が
困
難

な
選
挙
人
が
自
書
よ
り
容
易
に
投
票

で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
投
票
行

為
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
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資
す
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も
の
で
す
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今
年
の
７
月
に
執
行
予
定
の
市
議

会
議
員
選
挙
か
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導
入
し
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す
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そ

れ
以
降
も
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙

で
導
入
し
ま
す
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総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

接
続
事
業

１

２
８
６
万
円

国
の
「e-JA

P
A
N

重
点
計
画
」

で
は
、「
す
べ
て
の
地
方
公
共
団
体

を
相
互
に
接
続
す
る
総
合
行
政
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
２

０
０
３
年
度
ま
で
に
す
べ
て
の
市
町

村
に
お
け
る
接
続
を
す
る
」
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
市
は
、
９
月
ま
で
に
岐
阜

情
報
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ウ
エ
イ
に
接
続

し
、
す
べ
て
の
地
方
公
共
団
体
相
互

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化

と
、
情
報
共
有
に
よ
る
高
度
情
報
社

会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

，

，

老人クラブによる電子投票体験（前波公民館）

５つの将来目標別主な事業５つの将来目標別主な事業

（★新規事業）

住みやすい快適環境都市をつくる（環境・安全）
コミュニティバス事業・・・・・・・・・・・・・・・5,118万円

★防災気象情報共有システム構築事業・・・・・525万円

防災備蓄倉庫整備事業・・・・・・・・・・・・・・・1,200万円

環境基本計画推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・442万円

通学路整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5,250万円

★西可児駅周辺バリアフリー事業・・・・・・・・・700万円

★木造住宅耐震改修工事利子補給金・・・・・・・120万円

魅力ある生活文化都市をつくる（教育・文化）
小・中学校大規模改造事業・・・・・・・・・・・1,480万円

今渡公民館増築事業・・・・・・・・・・・・・３億3,016万円

スクールサポート事業・・・・・・・・・・・・・・・5,452万円

文化振興事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8,305万円

★全国高校女子ウエイトリフティング大会運営費補助・・・150万円

みんなで支える健康福祉都市をつくる（健康・福祉）
★骨粗しょう症予防検診・・・・・・・・・・・・・・・・・404万円

★ファミリー・サポートセンター事業・・・・・222万円

★運動指導事業（ヘルスアップ65）・・・・・・・・94万円

乳幼児医療費助成事業・・・・・・・・・・・２億6,478万円

あんしん介護パートナー事業・・・・・・・・・・・・71万円

★福祉センターバリアフリー化事業・・・・・・・850万円

豊かな活力創造都市をつくる（都市基盤・産業）
★総合行政ネットワーク接続事業・・・・・・・1,286万円

★情報セキュリティ対策事業・・・・・・・・・・・・・221万円

★経営技術強化支援補助金・・・・・・・・・・・・・・・・75万円

★歩行者ネットワーク構築事業・・・・・・・・・・・200万円

歩道段差解消事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,000万円

市道27号線改良事業 ・・・・・・・・・・・・１億4,550万円

★市道112号線改良事業・・・・・・・・・・・３億2,500万円

可児駅東土地区画整理事業・・・・・・・７億8,000万円

★緑の基本計画策定事業・・・・・・・・・・・・・・・・・400万円

共に育
はぐく

むふれあい交流都市をつくる（行政運営）
行政評価制度導入事業・・・・・・・・・・・・・・・・・304万円

★市民意識調査・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・350万円

まちづくり支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・311万円

市民公益活動支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・659万円

★電子投票執行経費（市議会議員選挙）・・4,003万円

★Ｃ／Ｓ住民税随時異動システム導入事業・・・321万円

花フェスタ記念公園可児市イベント・・・・・400万円

5

4

3
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平
成
12
年
４
月
に
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て
３
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

市
で
は
急
速
に
進
展
す
る
高
齢
化
社
会
の
諸
問
題
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
介
護

保
険
制
度
開
始
に
合
わ
せ
て
作
成
し
た
「
可
児
市
老
人
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
」
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
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介
護
サ
ー
ビ
ス
の
今
後
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介
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す
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介
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こ
こ
で
は
、
こ
の
計
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の
概
要
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
今
後
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

平
成
12
年
４
月
に
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て
３
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

市
で
は
急
速
に
進
展
す
る
高
齢
化
社
会
の
諸
問
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確
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対
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た
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、
介
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制
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介
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ま
し
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。

こ
こ
で
は
、
こ
の
計
画
の
概
要
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
今
後
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

人
口
推
計
を
基
に
計
画

計
画
で
は
、「
可
児
市
第
三
次
総
合
計
画
」

の
将
来
目
標
で
あ
る
『
み
ん
な
で
支
え
る
健

康
福
祉
都
市
を
つ
く
る
』
を
実
現
す
る
た
め

に
、
基
本
的
な
政
策
目
標
を
掲
げ
、
さ
ら
に

取
り
組
む
べ
き
具
体
的
施
策
を
明
ら
か
に
し

て
い
ま
す
。

計
画
は
、
平
成
15
年
か
ら
19
年
ま
で
の
５

年
間
を
計
画
期
間
と
し
て
い
ま
す
。
計
画
の

見
直
し
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
計
画
期
間
の
人

口
の
推
計
を
行
い
ま
し
た
。

14
年
10
月
現
在
の
可
児
市
の
高
齢
化
率
は

13
・
５
％
で
、
全
国
平
均
（
18
・
６
％
）
と

比
べ
て
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
次
頁
の
グ
ラ
フ
①
か
ら
分
か
る

よ
う
に
、
今
後
も
高
齢
化
の
進
行
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。

増
え
続
け
る
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
で
き

る
だ
け
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
な
く
、
元

気
に
生
き
生
き
と
生
活
し
て
い
け
る
こ
と

が
、
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う 

共
に
支
え
る
ま
ち
づ
く
り 

生
き
生
き
介
護
保
険

生
き
生
き
介
護
保
険
そ
の
５
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基
本
理
念
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

計
画
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
次
の

３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
掲
げ
ま
し
た
。

生
き
が
い
を
持
っ
て
い
き
い
き
と

計
画
の
基
本
目
標
を
、「
す
べ
て
の
高
齢

者
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
　
可
児
を

め
ざ
し
て
」
と
定
め
、
ま
た
こ
の
計
画
の
名

称
を
「
い
き
い
き
プ
ラ
ン
21
」
と
し
ま
し
た
。

高
齢
者
が
健
康
で
生
き
生
き
と
し
た
生
活

を
送
る
た
め
に
は
、
若
い
こ
ろ
か
ら
の
健
康

づ
く
り
や
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
積
極
的
に

社
会
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
万
一
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ

て
も
、
良
質
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
が

ら
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
が
必
要
で
す
。

市
は
、
こ
の
基
本
目
標
に
挙
げ
た
よ
う
な

ま
ち
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

４
つ
の
重
点
課
題
に
取
り
組
み

基
本
理
念
、
基
本
目
標
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

こ
の
計
画
の
重
点
課
題
を
４
つ
に
整
理
し
ま

し
た
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
健
康
長
寿
で
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る

○
社
会
参
加
を
促
進
す
る

○
支
え
合
う
地
域
社
会
を
構
築
す
る

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る

３
年
ご
と
に
介
護
保
険
料
を
設
定

計
画
の
見
直
し
に
合
わ
せ
て
、
今
後
可
児

市
で
ど
れ
く
ら
い
の
人
が
ど
れ
く
ら
い
の
量

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
か
を
予
測
し

ま
し
た
。
そ
し
て
必
要
と
な
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
用
の
う
ち
、
65
歳
以
上
の
人
の
負
担
分

を
算
出
し
、
介
護
保
険
料
の
金
額
を
設
定
し

ま
し
た
。

な
お
、
65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、

３
年
単
位
で
設
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

基
準
額
は
３
年
間
同
額
と
な
り
ま
す
。

認
定
者
と
利
用
量
は
増
加
予
想

要
介
護
認
定
者
数
は
介
護
保
険
制
度
開
始

時
９
５
４
人
だ
っ
た
の
が
、
平
成
14
年
10
月

に
は
１
４
６
２
人
と
３
年
間
で
１
・
５
倍
に

な
り
ま
し
た
。

右
記
の
グ
ラ
フ
②
の
よ
う
に
今
後
高
齢
者

人
口
の
増
加
に
合
わ
せ
て
要
介
護
認
定
者
数

も
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
の

数
の
増
加
と
と
も
に
、
一
人
当
た
り
の
利
用

量
（
回
数
）
も
増
え
て
い
ま
す
。

主
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
今
後
の
利
用

量
を
右
記
の
表
１
の
通
り
予
測
し
ま
し
た
。

事
業
費
か
ら
保
険
料
を
設
定

15
年
度
か
ら
17
年
度
ま
で
の
３
年
間
の
介

護
保
険
事
業
費
（
利
用
者
の
自
己
負
担
分
を

除
い
た
事
業
費
）
の
見
込
み
は
、
78
億
４
０

５
万
３
６
１
０
円
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に

基
づ
い
た
65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
の

基
準
月
額
は
２
９
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
策
定
し
た
計
画
に
沿
っ
て
高
齢

者
福
祉
事
業
を
着
実
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先

い
き
い
き
長
寿
課

健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
生
活
習
慣

が
暮
ら
し
に
根
付
く
よ
う
、
健
康
知
識

の
普
及
や
各
種
健
康
診
査
の
実
施
に
取

組
み
、
健
康
長
寿
を
目
指
し
ま
す
。

生
活
を
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
に
は
、

生
き
が
い
づ
く
り
は
と
て
も
重
要
で
す
。

高
齢
者
が
社
会
の
一
員
と
し
て
主
体
的

に
社
会
的
役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き
る

体
制
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

す
べ
て
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
や
家
庭
で
安
心
し
て
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
体
制
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

健　　康生きがい安　　心

グラフ①

人口と高齢化率の推計（各年10月１日現在）

グラフ②

要介護認定者の推計（各年10月１日現在）

表１ サービス利用量の予測

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

■市人口（人）　■高齢者人口（人）　　高齢化率 
19年 18年 17年 16年 15年 平成 

10

12

14

16

18

20
（人） （％） 

97,702 98,776

13.88
14.27

14.88
15.56

16.29

99,838 100,885 101,919

13,563 14,097 14,855 15,697 16,607

97,702 98,776

13.88
14.27

14.88
15.56

16.29

99,838 100,885 101,919

13,563 14,097 14,855 15,697 16,607

■認定者数（人）　　認定率 
19年 18年 17年 16年 15年 平成 

（人） （％） 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

10

14

13

12

11

15

1,560

11.50
11.80

12.00 12.10 12.20

1,663
1,783

1,899
2,026

1,560

11.50
11.80

12.00 12.10 12.20

1,663
1,783

1,899
2,026

※認定率は、高齢者人口に占める認定者数の割合

13年度 15年度 16年度 17年度実　績

訪問介護（回／年） 26,309 30,918 33,338 34,340

通所介護（回／年） 24,990 29,942 32,898 34,500

短期入所（日／年） 12,232 15,219 16,855 17,809

特別養護老人ホーム 98 121 127 189入所者（人／月）
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乳乳乳乳幼幼幼幼児児児児医医医医療療療療費費費費のののの助助助助成成成成をををを拡拡拡拡大大大大
市は、乳幼児やお年寄りなどに医療費の助成を行っています。乳幼児医療費は、４月
から対象年齢を引き上げますので、申請が必要な人は注意してください。また、その
他の福祉医療制度についても、対象となる人は内容を確認してください。

福 祉 医 療 制 度 の お 知 ら せ

義務教育就学前まで医療費を助成
市は、平成15年４月１日以降の診療分から、乳幼児医

療の助成対象を次のように拡大します。

すでに３歳に到達している子ども（平成９年４月２日

から12年３月31日生まれ）を持つ人には、市からお知らせ

をしていますが、通知が届いていない人や、申請が必要な

人は、早めに手続きをしてください。

なお、15年４月１日以降に満３歳になる子ども（平成

12年４月１日生まれ以降）を持つ人には、３歳の誕生月の

末日ごろに新しい受給者証を交付します。

新しい受給者証

外来 義務教育就学前

※６歳以降、最初に到達す

入院 る３月31日まで

外来 ５歳未満

入院 義務教育就学前
↓

区 　 分 受 給 資 格 者
重度障害者 ① 身体障害者手帳1～３級所持者

② 65歳未満の身体障害者手帳４級所持者で本人の前年所得が市民税均等割以下
③ 65歳未満の身体障害者手帳４級所持者で戦傷病者手帳（特別項症～第４項症）所持者
④ 65歳以上の身体障害者手帳４級所持者
⑤ 療育手帳所持者

母子家庭など ① 18歳未満児を扶養している配偶者のいない母および該当児童
（配偶者が一定の障害により長期にわたる労働能力喪失の場合を含む）

② 父母のいない18歳未満児
※ 18歳未満児…18歳に達した日以後における最初の3月31日以前の人

父子家庭 配偶者のいない父が扶養している18歳未満の児童で父の所得が市が定める所得制限内の人
※ 18歳未満児…18歳に達した日以後における最初の3月31日以前の人

69歳老人 69歳の人。ただし、次の人は該当になりません
・本人が市県民税を納めている
・同じ世帯の誰かが、市県民税を納めている
・住所が違っていても、本人が市県民税を納めている人の健康保険の扶養家族になっている

重度障害老人 老人医療受給者で、次のいずれかに該当する人
① 身体障害者手帳１～４級所持者
② 療育手帳所持者

変更事項は届け出を

次のような場合は、速やかに届け出をしてください。

○健康保険証が変更になったとき

○住所を変更したとき

その他の制度も未受給者は確認を
市では、乳幼児のほか下表の人たちにも、医療費助成を

行っています。受給資格のある人で、まだ受給者証の交付

申請をされていない人は、いきいき長寿課または各連絡所

へ申請してください。

助成対象となるもの

○保険適用内の自己負担額（高額療養費が支給される場合

は自己負担限度額まで）

○入院時食事療養に係る標準負担額（69歳老人を除く）

助成対象とならないもの

○個室代、検診費用、文書料などの保険外医療費

●問合先 いきいき長寿課



会
員
登
録
制
で
サ
ポ
ー
ト

可
児
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

・
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
に
お
い
て

「
子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
人
」

と「
子
育
て
の
援
助
を
行
い
た
い
人
」

が
そ
れ
ぞ
れ
に
会
員
に
な
っ
て
、
子

育
て
を
支
援
す
る
会
員
組
織
で
す
。

ど
ち
ら
を
希
望
す
る
場
合
で
も
、

会
員
登
録
を
し
、
こ
の
援
助
を
利
用

し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

会
員
に
な
る
に
は
、
次
の
要
件
が

必
要
で
す
。

利
用
会
員

お
お
む
ね
生
後
６
カ
月
か
ら
、
お

お
む
ね
10
歳
ま
で
の
子
ど
も
を
持
ち
、

育
児
の
支
援
を
受
け
た
い
市
内
在
住

の
人

サ
ポ
ー
ト
会
員

子
育
て
の
経
験
が
あ
る
、
ま
た
は

保
育
士
、
幼
稚
園
、
小
学
校
教
諭
な

ど
の
保
育
の
知
識
を
有
す
る
20
歳
以

上
の
人
で
、
市
内
在
住
の
人

こ
ん
な
と
き
に
ご
利
用
を

利
用
会
員
に
登
録
し
、
利
用
を
申

し
込
む
と
、
サ
ポ
ー
ト
会
員
に
、
一

時
的
に
子
ど
も
を
預
か
っ
て
も
ら
う

な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

○
保
護
者
な
ど
が
病
気
、
ケ
ガ
、
入

院
な
ど
の
た
め
、
一
時
的
に
子
ど

も
の
世
話
が
で
き
な
い

○
産
前
産
後
の
妊
産
婦
で
、
子
ど
も

の
世
話
が
で
き
な
い

○
病
院
な
ど
の
通
院
に
子
ど
も
を
連

れ
て
い
け
な
い

○
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
子
ど
も

の
世
話
が
で
き
な
い

○
学
校
行
事
、
研
修
、
講
演
会
な
ど

で
子
ど
も
を
連
れ
て
い
け
な
い

○
保
護
者
の
用
事
で
保
育
所
・
幼
稚

園
な
ど
へ
の
送
迎
が
で
き
な
い

こ
の
よ
う
な
と
き
に
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
サ
ポ
ー
ト
会
員
は
、
子
ど

も
の
病
気
に
つ
い
て
や
、
子
ど
も
を

預
か
る
と
き
に
気
を
付
け
る
こ
と
な

ど
の
講
習
を
受
け
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
預
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先

可
児
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
福
祉
課
内
）

広報かに 2003.4.1

市
は
、
こ
れ
ま
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
マ
・
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
よ
り
、
仕
事
と
育
児
の

両
立
な
ど
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

４
月
か
ら
は
こ
の
事
業
に
替
わ
り
、「
可
児
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
を
開

設
し
、
地
域
で
の
子
育
て
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

9

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

可
児
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

利用手続きは簡単
このサポートを利用するには、登録や
連絡が必要です。
①会員登録
利用会員、サポート会員ともにセンタ

ーに備え付けの申込用紙に必要事項を記
入し提出する（利用会員は印鑑、サポー
ト会員は３㎝×３㎝の写真２枚と印鑑が
必要）
②利用の申し込み
依頼をしたい日を事前（原則土・日
・祝日を除く３日前）にセンターに連
絡する
③サポート会員の紹介
センターのアドバイザーから援助がで

きるサポート会員に連絡し、利用会員に
紹介
④援助の実施
サポート会員は、依頼内容に従い子ど

もを預かる。実施場所は、主にサポート
会員の自宅や公共施設です
⑤援助活動終了後
利用会員は、利用料金をサポート会員

に直接支払う。サポート会員は、「相互
援助活動記録簿」を記入しセンターに提
出する
≪利用料金≫ １時間あたり子ども一人

区　　分 午前８時～午後６時 左記以外
平 　 日 600円 700円
土・日・祝日、

800円 900円
年 末 年 始
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切り通しの観音様

ふるさと探偵団 58

名
古
屋
城
下
と
中
山
道
を
結
ぶ
た
め
、

尾
張
藩
の
命
令
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
木
曽

街
道
。
そ
の
道
し
る
べ
と
し
て
、
土
田
と

石
原
（
西
帷
子
）
の
境
に
あ
る
切
り
通
し

に
馬
頭
観
音
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

馬
頭
観
音
と
は
六
観
音
の
一
つ
で
、
そ

の
名
前
の
通
り
、
馬
の
頭
を
頭
上
に
お
い

て
い
ま
す
。
馬
が
庶
民
の
暮
ら
し
の
中
で

大
切
な
も
の
で
あ
っ
た
江
戸
時
代
、
道
を

行
き
交
う
旅
人
や
馬
の
安
全
を
守
る
た
め
、

街
道
や
つ
じ
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
市
内

で
は
、
九
十
三
個
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

土
田
の
切
り
通
し
に
建
て
ら
れ
た
馬
頭

観
音
は
道
路
改
良
の
た
め
、
街
道
か
ら
現

在
の
道
路
沿
い
に
移
さ
れ
復
元
さ
れ
ま
し

た
。
今
で
は
、
馬
な
ら
ぬ
車
や
行
き
交
う

人
々
を
厳
し
い
形
相
で
見
守
っ
て
い
ま
す
。

地　図

ヒント

は、あえて載せません。

ヒントを手掛かりに探してみてください。

土田大脇公民館前から国道41号のガード

をくぐり、一つ目の三差路を右に曲がっ

てすぐ。

〈材 料〉５人分 春巻きの皮 …………15枚
シシャモ …………10匹
ハム ………………10枚
青ジソ ……………20枚
ヒジキ ……………20ｇ
ニンジン …………1/3本
油揚げ ………………１枚
ちくわ ………………1本
こんにゃく ………1/4枚
ゆで大豆 …………1/3缶
サヤインゲン ………５本　
しょう油 ………大さじ２
砂糖 ……………大さじ１

ごま油 ……………大さじ１
サラダ油 …………大さじ１ 残り物のヒジキを使っ

てもおいしいですよ

おすすめ

シシャモとヒジキの春巻き

小川すゞえさん
（西帷子地区食生活改善推進員）

私の自慢料理 71

作
り
方

①
春
巻
き
の
皮
を
広
げ
、
ハ
ム
と
青

ジ
ソ
は
縦
長
に
２
枚
敷
き
、
シ
シ

ャ
モ
を
載
せ
て
し
っ
か
り
巻
く

②
ニ
ン
ジ
ン
、
油
揚
げ
、
ち
く
わ
、

こ
ん
に
ゃ
く
は
千
切
り
に
す
る

③
ヒ
ジ
キ
は
戻
し
て
お
く

④
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
熱
し
、
②
を

い
た
め
る
。
ニ
ン
ジ
ン
が
軟
ら
か

く
な
っ
た
ら
、
ヒ
ジ
キ
と
ゆ
で
大

豆
を
い
た
め
、
調
味
料
を
加
え
る

⑤
サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン
を
加
え
、
ヒ
ジ
キ

は
腰
を
残
し
、
軟
ら
か
過
ぎ
な
い

よ
う
に
い
た
め
煮
す
る

⑥
冷
め
て
か
ら
春
巻
き
の
皮
で
巻
き
、

①
と
と
も
に
、
春
巻
き
の
皮
が
キ

ツ
ネ
色
に
な
る
ま
で
油
で
揚
げ
る
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イ
ラ
ス
ト 

大
募
集 

イ
ラ
ス
ト 

大
募
集 

あて先 
広見一丁目１番地 広報かに「イラスト係」 

s
丸
山
紗
季
（
清
水
ヶ
丘
）

s
烝
　
（
下
恵
土
）

s
プ
ッ
チ
（
皐
ケ
丘
）

ありがとう 
ございました 

み
な
さ
ん
の 

善
意 

会員募集
◎親子コアラ体操
親子一緒に簡単な体操やボールなどを使っ

て、体を動かします。無料体験もできます。
●期日 毎月第２、３、４月曜日
●時間 午前10時30分～11時30分
●場所 広見東公民館（瀬田）
●対象者 未就園児とその保護者
●会費 月1,500円（プレゼント代などを含む）
●連絡先 大浦さん　1◯63７６３８

◎文学を楽しむ会（旧近代文学の会）
一緒に本を読んだり話し合ったりして、豊

かな時間を過ごしませんか。文学散歩もあり
ます。
●日時 毎月第３火曜日　午前10時～正午
●場所 図書館本館（広見）
●会費 年額6,000円
●講師 木村康男さん（高校国語講師）

生越達美さん（大学教授）
●連絡先 伊藤光子さん　1◯62５０１５

次
の
皆
さ
ん
か
ら
浄
財
な
ど
の

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

●
社
会
福
祉
に

杉
原
留
子
、
ヤ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
、

東
濃
信
用
金
庫
蘇
南
支
店
、
旭

小
学
校
、
小
池
洋
子
、
幸
の
風
、

故
武
内
光
子
（
遺
志
）、
可
茂

補
聴
器
セ
ン
タ
ー

身
近
な
情
報
を
、
市
政
情
報
課

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

可
児
小
松
（
下
恵
土
）

今
日
ひ
と
日
誰
と
も
話
さ
ず
暮
れ
た

り
と
堰せ

き

切
る
ご
と
く
話
し
す
る
友

西
舘
た
け
（
禅
台
寺
）

炊
き
出
し
の
人
影
動
く
闇
の
中
流
星

美
し
か
か
る
時
さ
え

纐
纈
あ
や
め
（
下
恵
土
）

介
添
え
の
い
る
身
と
な
り
て
痴
呆ほ

う

調

査
あ
り
が
た
く
あ
り
侘
び
し
さ
も
あ

り

加
藤
富
貴
子
（
下
恵
土
）

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
に
た
べ
た
の
と
幼

な
孫
電
話
の
向
こ
う
は
馳ち

走そ
う

あ
る
ら

し 短
歌

可
児
一
郎
選

選
者
詠

生
れ
し
よ
り
賞
味
期
限
を
命
運
と
並

べ
ら
る
寿す

司し

の
賑に

ぎ

や
か
な
虚
色

美
濃
加
茂
高
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
は
、

全
国
大
会
に
五
年
連
続
出
場
し
て
い
る
実
力
校
。

山
　
さ
ん
は
そ
こ
で
マ
ル
チ
テ
ナ
ー
ド
ラ
ム
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

「
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

で
楽
し
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
が
、
練
習
は

体
育
会
系
並
み
に
ハ
ー
ド
。
大
き
い
と
は
い
え

な
い
体
に
、
約
十
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
ド
ラ
ム
を

肩
か
ら
掛
け
、演
奏
し
な
が
ら
動
き
回
り
ま
す
。

「
兄
が
吹
奏
楽
で
ド
ラ
ム
を
や
っ
て
い
る
の

が
カ
ッ
コ
よ
か
っ
た
」
と
入
部
。
ど
う
し
て
も

ド
ラ
ム
が
や
り
た
く
て
、
一
人
で
こ
っ
そ
り
練

習
を
重
ね
腕
を
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
上
達
に
先

生
も
び
っ
く
り
。
ド
ラ
ム
を
任
さ
れ
ま
し
た
。

「
基
礎
が
で
き
て
い
て
、
み
ん
な
が
そ
ろ
っ

て
い
る
こ
と
が
大
切
」。
目
標
は
全
国
大
会
金

賞
受
賞
。「
会
場
全
体
が
、
拍
手
で
い
っ
ぱ
い

に
な
る
演
技
が
し
た
い
」と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

終わった後の拍手がたまらない

●山　洋平さん（久々利・17歳）

青春きらめきトーク 72
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３月２日、広見公民館ゆとりピアで、第３回可児市

環境フェスタが開催されました。「できることから始

めよう」をテーマに、市民ワーキンググループや各種

団体、小中高生、企業などが参加し、それぞれの環境

への取り組みなどを紹介しました。

会場にはさまざまな体験コーナーや「おもちゃ病院」

などが設けられ、親子連れなどで大にぎわい。午後か

らの講演会では、俳優の中本賢さんが「子どものうち

から自然に親しんでほしい」と自分の経験談を交えて

面白おかしく話しました。子どもたちからたくさんの

質問が出されるなど、会場は大いに盛り上がり、来場

者たちは一日を通して環境の大切さを学びました。

今、私たちにできること

２月27日、帷子小学校の６年生が、社会科の

授業の一環として市役所内の議場を訪れました。

児童たちは、初めて入る議場に興味津々。議

会開会のブザーが鳴ると、児童たちは真剣な表

情で説明を聞きました。

議長席の児童が質問者を指名するなど、本物

の議会さながらに質疑応答を進行。「議会はど

れくらい時間が掛かりますか」「議会が解散さ

れたことはありますか」など、授業で学んだこ

とを生かした質問が多く出されました。

気分は市議会議員

展示から環境保全への取り組みを知る来場者

水生生物について教わる子どもたち

▲修理されるおもちゃを見詰め、物の大
切さを学ぶ親子連れ

tアウトドアから自然の良さについて語
る中本さん

議員席に座って議会の雰囲気を体験
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３月７日、第11回今渡南小学校ホタル幼虫放流会が

行われました。これは可児川にホタルを復活させよう

と、毎年、自分たちが育てた幼虫を可児川に放流して

いるものです。今回はあいにくの雨のため、校庭にあ

る「ホタル川」に放流しました。

ホタル委員長の渡辺史貴君（６年）は「幼虫の世話

を通して可児の環境を考えることができました。今日

はいつか可児にホタルが戻る日を信じて、幼虫を放流

しましょう」とあいさつ。児童たちは、ホタルが元気

よく飛び交うことを願って幼虫を川に放しました。

ホタルが舞うまちに

３月10日、旭小学校で北舎お別れ会が行われました。

これは、昭和43年４月から学びやとして親しまれてき

た校舎が老朽化により改築されるため、児童が自分た

ちの手で行ったものです。

お別れ会では「図書館でいっぱい本を借りたけど、

なくなると寂しいです」など、お世話になった北舎へ

温かい言葉が贈られました。

児童たちは感謝の気持ちを込めて校歌を歌った後、

くす玉を割り、たくさんの思い出が詰まった北舎との

別れを惜しみました。

思い出をありがとう！

３月５日、市内の公共施設を巡る「市政見学バ

ス」が行われ、市内外から18人が参加しました。

川合浄水場では水道水ができるまでを見学。川

合考古資料館では次郎兵衛塚１号墳の石室に入る

など、可児の歴史を体感しました。午後からは文

化創造センターを見学し、最後のささゆりクリー

ンパークでは、ごみやリサイクルについて再確認

しました。

参加者は「住んでいても知らない所が多く、勉

強になった」「あまり行けない場所を見学できて

よかった」と、満足そうでした。

バスに乗って市内見学

くす玉を割って別れを惜しむ児童たち

ささゆりクリーンパークで説明を聞きながら見学する参加者

自分たちで育てた幼虫を１匹ずつカップに入れて放流
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茶
華
道
連
盟
部
―
―
―
―
―
―
―
―

春
の
お
茶
会
を
開
催

可
児
市
文
化
協
会
茶
華
道
連
盟
部

は
、
春
の
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日

４
月
20
日
（
日
）

●
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所

花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園
内

茶
室
（
瀬
田
）

●
内
容

織
部
庵
と
広
間
で
の
薄
茶

●
参
加
費

二
席
１
５
０
０
円
（
入

園
料
を
含
む
）、
広
間
席
の
み
８

０
０
円
（
入
園
料
別
・
当
日
券
あ

り
）

●
申
込
・
問
合
先

同
部
の
梁
瀬
多

嘉
子
さ
ん

1
◯62
８
７
５
３

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
―
―
―

名
フ
ィ
ル
を
迎
え
て

東
邦
ガ
ス
と
市
お
よ
び
市
文
化
芸

術
振
興
財
団
は
、
フ
ル
ー
ト
奏
者
の

酒
井
秀
明
さ
ん
を
、
ソ
リ
ス
ト
に
迎

え
て
「
東
邦
ガ
ス
・
名
フ
ィ
ル
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日

５
月
15
日
（
木
）

●
時
間

午
後
６
時
30
分
開
演

●
場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

恵
土
）

●
入
場
料

無
料
（
当
日
は
一
人
５

０
０
円
程
度
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募

金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
）

●
定
員

４
０
０
組
（
８
０
０
人
）

抽
選

●
申
込
方
法

往
復
は
が
き
の
往
信

裏
面
お
よ
び
復
信
表
面
に
、
住
所

と
氏
名
を
記
入
し
て
、
〒
５
０
９

ー
０
２
３
６
皐
ケ
丘
１
‐
１
‐
１

「
東
邦
ガ
ス
東
濃
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
」
あ
て
に
送
る

●
申
込
締
切

４
月
21
日
（
月
）
必

着
※
当
選
者
に
は
、
後
日
招
待
状
を
郵

送
し
ま
す
。
１
枚
の
招
待
状
で
２

人
が
入
場
で
き
ま
す
。

●
問
合
先

東
邦
ガ
ス
東
濃
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
　
1
◯64
３
０
３
２

豊
浄
喜
会
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

民
踊
ま
つ
り
を
開
催

可
児
市
文
化
協
会
邦
楽
部
豊
浄
喜

会
は
、「
第
25
回
民
踊
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
す
。

●
期
日

４
月
27
日
（
日
）

●
時
間

午
前
10
時
30
分
〜
（
午
前

９
時
30
分
開
場
）

●
場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

●
入
場
料

無
料

●
問
合
先

同
会
の
奥
村
喜
美
枝
さ

ん

1
◯62
０
６
１
６

図
書
館
講
座
―
―
―
―
―
―
―
―
―

わ
ら
べ
う
た
で
子
育
て
を

図
書
館
は
、
子
育
て
を
楽
し
く
す

る
わ
ら
べ
う
た
の
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
親
子
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
日

４
月
24
日
（
木
）

●
時
間

午
前
10
時
〜
11
時

●
場
所

帷
子
公
民
館

●
講
師

山
川
祐
子
さ
ん
（
ゆ
う
な

の
木
所
属
）

●
対
象

幼
児
と
そ
の
保
護
者
（
大

人
の
み
の
参
加
も
可
）

●
受
講
料

無
料

●
定
員

30
人
（
先
着
順
）

●
申
込
締
切

４
月
20
日
（
日
）

●
申
込
・
問
合
先

同
本
館
1
◯62
５

１
２
０
、
同
帷
子
分
館
1
◯65
８
５

３
０

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
―
―
―
―

音
訳
を
身
に
付
け
よ
う

市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
音
訳
活

動
を
行
う
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日

５
月
８
日
か
ら
７
月
10
日

ま
で
の
毎
週
木
曜
日
（
全
10
回
）

●
時
間

午
前
10
時
10
分
〜
正
午

●
場
所

図
書
館
本
館
（
広
見
）

●
参
加
費

無
料

●
定
員

20
人

●
申
込
締
切

４
月
18
日
（
金
）

●
申
込
・
問
合
先

同
協
議
会

1
◯62
１
５
５
５

可
児
市
め
だ
か
の
楽
校
―
―
―
―
―

川
を
観
察
し
よ
う

市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
・
可

児
市
め
だ
か
の
楽
校
は
、
水
質
調
査

を
し
た
り
、
川
の
様
子
を
観
察
し
た

り
す
る
「
大
森
川
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

４
月
29
日
（
祝
）

●
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

●
集
合
場
所

市
役
所
正
面
玄
関

（
現
地
ま
で
送
迎
し
ま
す
）

●
コ
ー
ス

桜
た
め
池
（
大
森
）
〜

市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
大
森
）

ま
で
の
約
６
㎞

●
参
加
費

無
料

●
定
員

60
人
（
先
着
順
）

●
申
込
締
切

４
月
17
日
（
木
）

●
申
込
・
問
合
先

環
境
課

催
し

花フェスタ記念公園

「春の公園まつり」を開催
●期間 ４月12日（土）～５月５日（祝）
●主な催し
４／12（土）
花のヴォイスパーカッションライブ

４／13（日）
サンライブ in 花フェスタ

４／19（土）
フラワーパフォーマンスショー

４／20（日）
ウキウキ花のバルーンステージ

●問合先 同公園　1◯63７３７３

昨年秋の様子

募
集
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ま
ち
づ
く
り
活
動
助
成
金
―
―
―
―

市
民
の
活
動
を
応
援
し
ま
す

市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
自
主
的

・
主
体
的
で
創
意
工
夫
に
あ
ふ
れ
た

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
対
し
て
助
成
を

行
い
ま
す
。

●
内
容

ま
ち
づ
く
り
活
動
団
体
の

活
動
に
要
す
る
経
費
（
経
常
的
な

運
営
経
費
や
食
料
費
な
ど
を
除

く
）
に
対
し
て
、
審
査
の
上
で
助

成
金
を
支
給

●
対
象

可
児
市
を
中
心
と
し
て
活

動
し
て
い
る
５
人
以
上
の
団
体
に

よ
る
、
今
年
４
月
か
ら
来
年
３
月

ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
（
政
治
、

宗
教
お
よ
び
営
利
を
目
的
と
す
る

団
体
お
よ
び
活
動
は
除
く
）

●
助
成
金
額

対
象
経
費
の
３
分
の

２
以
内
で
、
審
査
に
よ
り
決
定

（
上
限
は
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
部

門
が
30
万
円
、
ま
ち
づ
く
り
ス
タ

ー
ト
部
門
が
５
万
円
）

●
応
募
方
法

ま
ち
づ
く
り
推
進

課
、
各
連
絡
所
、
川
合
・
中
恵
土

公
民
館
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
に
提
出
（
申
請
書
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
能
）

●
募
集
期
間

４
月
14
日
（
月
）
〜

５
月
６
日
（
火
）

●
審
査

書
類
審
査
の
ほ
か
に
企
画

発
表
会
を
、
６
月
１
日
（
日
）
に

公
開
で
実
施
す
る
予
定

●
問
合
先

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

わ
く
わ
く
体
験
館
―
―
―
―
―
―
―

ガ
ラ
ス
工
芸
講
座
を
開
催

わ
く
わ
く
体
験
館
は
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
中
に
開
催
す
る
、
２
つ

の
ガ
ラ
ス
工
芸
講
座
の
受
講
者
を
そ

れ
ぞ
れ
募
集
し
ま
す
。
み
ん
な
で
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
作
ろ
う

▽
期
日

４
月
27
日
（
日
）

▽
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▽
内
容

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
技
法

で
手
鏡
を
制
作
す
る
（
ラ
ッ
ピ
ン

グ
付
き
）

▽
対
象
者

小
学
３
年
生
以
上
（
大

人
も
可
）

▽
受
講
料

２
０
０
０
円

▽
定
員

20
人
（
抽
選
）

ポ
プ
リ
を
作
っ
て
ポ
プ
リ
ポ
ッ
ト

に
飾
り
付
け
を
し
よ
う

▽
期
日

５
月
３
日
（
祝
）

▽
時
間

○
午
前
教
室
＝
午
前
10
時

〜
正
午
　
○
午
後
教
室
＝
午
後
１

時
〜
３
時

▽
内
容

好
み
の
香
り
の
ポ
プ
リ
を

作
り
、
廃
瓶
を
加
工
し
た
ポ
プ
リ

ポ
ッ
ト
を
木
の
実
な
ど
で
飾
り
付

け
る
（
つ
る
で
編
ん
だ
か
ご
付
き
）

▽
対
象
者

小
学
１
年
生
以
上
の
親

子
ペ
ア
、
ま
た
は
小
学
５
年
生
以

上
の
個
人

▽
受
講
料

１
８
０
０
円

▽
定
員

午
前
・
午
後
教
室
と
も
各

10
組
（
抽
選
）

﹇
共
通
事
項
﹈

●
場
所

わ
く
わ
く
体
験
館（
塩
河
）

●
申
込
方
法

同
館
窓
口
へ
直
接
ま

た
は
電
話
で
連
絡
す
る

●
申
込
締
切

４
月
16
日
（
水
）

※
受
講
決
定
後
に
案
内
を
送
付
。

●
申
込
・
問
合
先

同
館

1
◯65
１
５
１
５

ステンドグラスの手鏡

木の実などで飾り付けをしたポプリポット

こ
れ
は
、
川
合
考
古
資
料
館
に
展
示
し
て
あ
る
「
鳥
つ
ま
み
蓋ふ

た

付
須

恵
器
」
と
い
う
壺
型
の
焼
き
物
で
す
。
川
合
地
内
の
宮
之
脇
十
一
号
墳

と
い
う
古
墳
か
ら
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
た
の
部
分
に
鳥
の
つ
ま
み
が
付
い
て
い
る
非
常
に
珍
し
い
デ
ザ
イ

ン
の
も
の
で
、
六
世
紀
初
頭
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
じ
よ
う
な
鳥
の
つ
ま
み
の
あ
る
須
恵
器
は
、
愛
知
県
を
中
心
に
数
十

点
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
鳥
の
つ
ま
み
が
複
数
あ
る
例
は
少
な
く
、

川
合
の
も
の
は
大
型
か
つ
造
形
が
美
し
い
こ
と
か
ら
、
市
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

鳥
は
天
空
を
自
由
に
飛
翔
で
き
る
そ
の
能
力
か
ら
、
死
後
の
世
界
に

死
者
の
魂
を
運
ぶ
存
在
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
鳥
を
つ
ま
み
の
部

分
に
配
置
し
た
こ
の
須
恵
器
は
、
死
者
を
弔
う
た
め
に
古
墳
の
入
り
口

付
近
に
置
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
古
代
人
の
死
生
観
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

●
連
絡
先

市
史
編
さ
ん
室
（
総
合
会
館
分
室
東
棟
・
Ｊ
Ｒ
可
児
駅
西
）

1
◯61
４
６
０
１

市
史
編
さ
ん
室
便
り 

その6

生
き
生
き
と
し
た
鳥
の
装
飾

市教育委員会蔵



エ
コ
ア
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
―

里
山
を
守
る
た
め
に

犬
山
市
と
犬
山
市
環
境
審
議
会
は
、

里
山
を
保
全
す
る
た
め
の
正
し
い
知

識
や
手
法
を
学
び
、
自
然
環
境
を
守

る
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー

を
養
成
す
る
「
エ
コ
ア
ッ
プ
リ
ー
ダ

ー
養
成
講
座
」
の
受
講
者
を
募
集
し

ま
す
。

●
期
日

５
月
〜
16
年
３
月
ま
で
、

毎
月
１
回
の
日
曜
日
（
８
月
を
除

く
全
10
回
）

●
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
内
容

雑
木
林
の
手
入
れ
、
水
生

生
物
調
査
、
柴
材
工
作
な
ど
、
野

外
で
の
活
動

●
対
象
者

犬
山
市
近
隣
市
町
に
在

住
ま
た
は
在
勤
で
、
18
歳
以
上
の

人
（
年
間
を
通
し
て
受
講
で
き
る

こ
と
）

●
受
講
料

３
０
０
０
円

●
定
員

30
人
程
度

●
申
込
方
法

は
が
き
に
氏
名
、
生

年
月
日
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番

号
、
応
募
理
由
を
明
記
し
て
、
〒

４
８
４
‐
８
５
０
１
犬
山
市
大
字

犬
山
字
東
畑
３
６
「
犬
山
市
役
所

エ
コ
ア
ッ
プ
課
」
あ
て
に
送
る

●
申
込
締
切

４
月
25
日
（
金
）

※
参
加
の
可
否
は
、
申
込
者
全
員
に

通
知
し
ま
す
。

●
問
合
先

犬
山
市
役
所
エ
コ
ア
ッ

プ
課
　
1
０
５
６
８
◯61
１
８
０
０

ダ
ン
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
０
３
―

ダ
ン
ス
で
参
加
し
ま
せ
ん
か

岐
阜
県
ニ
ュ
ー
ダ
ン
ス
振
興
会
は
、

「
花
フ
ェ
ス
タ
・
ダ
ン
ス
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
２
０
０
３
」
の
参
加
グ
ル
ー
プ

を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

５
月
25
日
（
日
）

●
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30

分
●
場
所

花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園

（
瀬
田
）

●
対
象

５
人
以
上
の
ダ
ン
ス
グ
ル

ー
プ
（
ジ
ャ
ン
ル
不
問
、
ス
ポ
ー

ツ
系
・
健
康
体
操
系
な
ど
も
可
）

●
募
集
数

35
団
体
程
度（
先
着
順
）

●
参
加
費

１
人
に
つ
き
７
０
０
円

●
申
込
締
切

４
月
19
日
（
土
）

※
審
査
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先

同
振
興
会

1
◯25
１
４
４
５
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市
は
、
快
適
な
都
市
環
境
づ
く
り

を
目
指
し
て
下
水
道
工
事
を
進
め
て

い
ま
す
。
今
月
か
ら
次
の
区
域
で
下

水
道
が
利
用
で
き
ま
す
。

負
担
金
の
残
額
は
一
括
で

下
水
道
受
益
者
負
担
金
の
残
額
を

一
括
で
納
付
す
る
と
、
前
納
報
奨
金

が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
納
付
額
が
少

な
く
な
り
ま
す
。

現
在
「
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
」
を
５
年
間
分
割
ま
た
は
10

年
間
分
割
で
納
め
て
い
た
だ
い
て
い

る
人
で
、
残
額
を
一
括
で
納
付
す
る

こ
と
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
下
水

道
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
残

額
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に

納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

融
資
制
度
の
活
用
を

排
水
設
備
を
整
え
る
に
は
、
あ
る

程
度
の
費
用
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
リ
ト
イ
レ
ッ
ト
・
プ
ラ
ン

（
融
資
の
あ
っ
せ
ん
・
利
子
補
給
）

を
お
勧
め
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
銀
行

な
ど
か
ら
融
資
を
受
け
ら
れ
、
さ
ら

に
利
子
の
全
部
を
市
が
助
成
す
る
と

い
う
制
度
で
す
。

融
資
の
あ
っ
せ
ん

▽
融
資
額

５
万
〜
１
０
０
万
円

（
工
事
費
の
範
囲
内
）

▽
返
済
方
法

３
〜
５
年
の
毎
月
元

利
均
等
償
還

▽
利
率

年
利
２
・
90
％
（
４
月
１

日
現
在
）

利
子
補
給

▽
補
給
方
法

い
っ
た
ん
返
済
さ
れ

た
利
子
の
全
部
を
、
半
年
ご
と
に

ま
と
め
て
補
給

▽
対
象
者

下
水
道
供
用
開
始
後
３

年
以
内
の
人

合
併
処
理
浄
化
槽
に
補
助

こ
れ
ま
で
、
下
水
道
の
整
備
対
象

区
域
外
ま
た
は
整
備
対
象
区
域
内
で

あ
っ
て
も
整
備
で
き
な
い
と
こ
ろ
に

つ
い
て
は
、
合
併
浄
化
槽
の
設
置
に

係
る
補
助
金
の
交
付
対
象
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
補
助
金
額

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
申
請
手
続
き
は
、
こ
れ
ま

で
の
環
境
課
か
ら
下
水
道
課
に
移
り

ま
し
た
。

雨
水
利
用
に
補
助
し
ま
す

普
段
は
雨
ど
い
や
側
溝
か
ら
流
れ

て
し
ま
う
だ
け
の
雨
水
。
こ
の
水
を

た
め
て
、
散
水
や
洗
車
な
ど
に
使
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

下
水
道
へ
切
り
替
え
て
、
不
要
に

な
っ
た
浄
化
槽
、
ま
た
は
雨
水
タ
ン

ク
を
利
用
し
て
雨
水
を
た
め
る
施
設

の
設
置
に
対
し
、
４
月
か
ら
新
た
に

補
助
金
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

●
補
助
対
象

雨
水
タ
ン
ク
の
新
設

工
事
ま
た
は
浄
化
槽
転
用
の
改
造

工
事
で
、
そ
れ
ぞ
れ
雨
水
貯
留
施

設
の
設
置
を
目
的
と
し
た
も
の

●
補
助
金
額

費
用
の
２
分
の
１
以

内
（
た
だ
し
、
新
設
工
事
は
５
万

円
、改
造
工
事
は
８
万
円
が
限
度
）

●
申
込
・
問
合
先

下
水
道
課

○大森（松伏、新田、辻洞）の一部
○中恵土（新田、前波）の一部
○広見（村木）の一部
○下切（東山、山寺二、中組、山寺三、
山手、旭）の一部

○川合（川合北、川合南）の一部
○今渡（鳴子、今渡台、神明）の一部
○下恵土（東上屋敷、沓井、今広、沢
渡）の一部
○土田（大脇、花軒、東山）の一部

新
た
に
１
５
０
０
世
帯
で

下
水
道
が
利
用
で
き
ま
す

４月から４月から
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か
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
会
―
―

出
店
者
を
募
集
し
ま
す

か
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
会
は
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
手
作
り
作
品

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を
そ
れ
ぞ
れ

募
集
し
ま
す
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

▽
期
日

５
月
25
日
（
日
）（
雨
天

中
止
）

▽
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▽
場
所

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
・
緑
の

丘
（
花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園
南
）

▽
出
品
物

家
庭
内
の
不
用
品
に
限

る
▽
出
店
料

１
ブ
ー
ス
（
２
・
５
×

３
ｍ
）
＝
１
０
０
０
円

▽
募
集
数

80
ブ
ー
ス
（
抽
選
）

▽
申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒

５
０
９
ー
０
２
０
５
徳
野
南
１
‐

33
「
か
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

会
」
あ
て
に
送
る

▽
申
込
締
切

４
月
30
日
（
水
）
必

着
▽
問
合
先

同
会
の
藤
田
さ
ん

1
◯62
４
０
１
４

手
作
り
作
品
マ
ー
ケ
ッ
ト

▽
期
日

６
月
１
日
（
日
）

▽
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

恵
土
）

▽
出
店
物

手
作
り
作
品
に
限
る

▽
出
店
料

１
ブ
ー
ス
＝
１
２
０
０

円
▽
募
集
数

20
ブ
ー
ス
（
先
着
順
）

▽
申
込
締
切

４
月
30
日
（
水
）

▽
申
込
・
問
合
先

同
会
の
山
口
さ

ん
　
1
◯62
１
１
９
３
（
平
日
午
後

６
時
〜
８
時
）

可
児
商
工
会
議
所
―
―
―
―
―
―
―

簿
記
に
つ
い
て
学
ぼ
う

可
児
商
工
会
議
所
は
、
商
業
簿
記

３
級
講
習
会
の
受
講
者
を
募
集
し
ま

す
。

●
期
日

５
月
20
日
（
火
）
〜
６
月

19
日
（
木
）
ま
で
の
毎
週
火
・
木

曜
日
（
全
10
回
）

●
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30

分
●
場
所

総
合
会
館
分
室
（
Ｊ
Ｒ
可

児
駅
西
）

●
講
師

藤
井
義
大
さ
ん（
税
理
士
）

●
受
講
料

商
工
会
議
所
会
員
＝
１

５
０
０
円
、
一
般
＝
６
０
０
０
円

●
定
員

40
人
（
先
着
順
）

●
申
込
締
切

５
月
９
日
（
金
）

※
申
込
人
数
が
15
人
未
満
の
場
合
は

実
施
し
ま
せ
ん
。

●
申
込
・
問
合
先

同
会
議
所

1
◯61
０
０
１
１

ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
会
―
―
―
―
―

受
験
資
格
を
取
得
し
よ
う

日
本
ボ
イ
ラ
協
会
岐
阜
支
部
は
、

２
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許
試
験
の
受

験
資
格
取
得
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日

４
月
23
日
（
水
）
〜
25
日

（
金
）

●
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
場
所

岐
阜
県
福
祉
・
農
業
会
館

（
岐
阜
市
下
奈
良
）

●
内
容

ボ
イ
ラ
ー
の
実
技
講
習

●
受
講
資
格

経
験
を
問
い
ま
せ
ん

●
受
講
料

１
万
４
７
０
０
円

●
定
員

90
人
（
先
着
順
）

●
申
込
方
法

同
支
部
か
ら
所
定
の

申
込
用
紙
を
取
り
寄
せ
て
記
入
の

上
で
申
し
込
む

●
問
合
先

同
支
部

1
０
５
８
（
２
６
５
）
１
９
４
３

パ
ソ
コ
ン
技
術
講
習
―
―
―
―
―
―

も
う
一
度
働
き
た
い
人
へ

岐
阜
県
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
は
、

も
う
一
度
働
き
た
い
男
性
・
女
性
の

た
め
に
、
パ
ソ
コ
ン
の
技
術
講
習
を

開
催
し
ま
す
。

●
会
場
な
ど

●
講
習
期
日

右
表
の
期
間
中
の
月

〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
21
日
間
）

●
講
習
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
３
時
30
分

●
内
容

表
計
算
ソ
フ
ト
の
基
礎
的

操
作
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ

ィ
ン
グ
３
級
受
験

●
対
象
者

再
就
職
を
希
望
す
る
人

●
受
講
料

無
料
（
検
定
料
と
教
材

費
は
別
途
必
要
）

●
定
員

各
会
場
20
人
（
抽
選
）

●
申
込
方
法

所
定
の
日
時
に
各
会

場
で
本
人
が
直
接
申
し
込
む
（
電

話
で
の
申
し
込
み
は
不
可
）

●
問
合
先

岐
阜
県
人
材
開
発
セ
ン

タ
ー
　
1
０
５
８
（
２
９
４
）
３

８
０
０

新しい配水池が完成しました
坂戸市民テニス場の東に、新しい配水池が完成しました。こ

れは、塩地内にあった低区配水場が、給水量の増加に伴って慢

性的に容量不足になっていたことを解消するとともに、地震な

どの緊急時や渇水時に備えるために建設が進められていたもの

です。

この配水池は、県から購入する水を直接受水し、今渡・土田

方面への約６割の配水と、西可児方面の各配水池への中継を行

います。

●名称

第２低区配水場

●大きさ

２０００m3×２

●共用開始

３月４日

●問合先

水道課

講習会場 開 催 期 間 申 込 日 時

セラトピア土岐 ５／１（木） ４／15（火）・16（水）

（土岐市土岐津町） ～５／30（金） 午前10時～午後４時

国際たくみアカデミー ５／６（火） ４／22（火）・23（水）

（美濃加茂市蜂屋町） ～６／３（火） 午前10時～午後４時
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ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
―
―
―
―
―

体
力
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か

市
体
育
連
盟
は
、
ウ
エ
ー
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
場
内
に
あ
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
を
利
用
す
る
た
め
の
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
の
受
講
者
を
募

集
し
ま
す
。

●
日
時
（
次
の
い
ず
れ
か
１
日
）

●
場
所

ウ
エ
ー
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

場
（
坂
戸
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣
）

●
対
象
者

高
校
生
以
上
（
子
ど
も

連
れ
の
参
加
は
不
可
）

●
定
員

各
15
人
（
先
着
順
）

●
持
ち
物

運
動
服
、
室
内
靴
、
顔

写
真
（
縦
３
㎝
×
横
２
・
５
㎝
）

●
受
講
料

５
０
０
円

●
申
込
開
始
日

４
月
10
日
（
木
）

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
カ
ー
ド
は
有
効
期

限
内
に
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先

同
連
盟
事
務
局

1
◯62
８
６
０
０

さ
さ
ゆ
り
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
―
―
―

黄
金
週
間

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
クも

開
催

さ
さ
ゆ
り
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
は
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中
の
祝

日
も
開
館
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●
対
象
期
間

４
月
26
日
（
土
）
〜

５
月
５
日
（
祝
）

●
開
館
時
間
な
ど

●
問
合
先

エ
コ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

1
◯65
４
１
１
１
、
わ
く
わ
く
体
験

館
1
◯65
１
５
１
５

期
　
　
日

時
　
　
　
　
間

５
／
７
（
水
）

午
前
10
時
〜
正
午

５
／
12
（
月
）

午
後
７
時
〜
９
時

５
／
24
（
土
）

午
後
７
時
〜
９
時

５
／
29
（
木
）

午
後
１
時
〜
３
時

案
内

開 館 時 間 そ の 他

エコサイクル 午前９時30分～ 期間中の施設見学は通常通り

プラザ 午後４時 リサイクル自転車の抽選あり

わくわく体験館
午前９時～ 期間中の業務は通常通り

午後４時 利用には予約が必要

組織機構を見直しました

４月から市役所が新しい体制で
市は、新たな行政課題や市民ニーズに対応していくために、組織機構改革を行いました。

可
児
川 

蛍橋 

Ｊ
Ｒ
可
児
駅 

名
鉄
新
可
児
駅 

新可児大橋 

市役所 

図書館 
本　館 

新しい 
事務所 

都市整備課の新しい事務所の位置

文化創造センター
業 務 係

業務課

都市整備課
計画工事係

換地補償係

都市計画課
計画調整係

街路公園係

商工観光課
商工振興係

観光交流係

新

文化センター 事業計画係

開館準備室 建 設 係

業 務 係

都市整備課 計画工事係

換地補償係

計画調整係

都市計画課 街路公園係

国道対策係

商工観光課 商工観光係

旧

商工観光課の体制強化

○産業振興、雇用対策に積極的に取り組むため、「商工振興係」

を設置しました

○道の駅建設、愛知万博に対応するため、「観光交流係」を設置

しました

区画整理事業の推進

○可児駅東土地区画整理事業を推進するため、都市整備課の事

務所を区画整理地内に移動しました（右図参照）

●問合先 総合政策課
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高
齢
運
転
者
の
皆
さ
ん
へ
―
―
―
―

安
全
運
転
を
続
け
る
た
め
に

可
児
警
察
署
は
、
高
齢
運
転
者
実

技
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
運
動
能
力
や
反
射
神
経
が
低
下

す
る
高
齢
者
が
、
こ
れ
か
ら
も
安
全

運
転
を
続
け
る
た
め
に
、
運
転
機
能

を
検
査
し
て
自
覚
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
希
望
者
は
、
受
講
し
て
く
だ

さ
い
。

●
対
象

65
歳
以
上
の
運
転
者

●
受
講
料

無
料

●
場
所
と
時
間

希
望
す
る
最
寄
り

の
自
動
車
学
校
で
２
時
間
程
度

（
日
時
な
ど
は
申
し
込
み
後
に
通

知
）

●
申
込
方
法

可
児
警
察
署
に
備
え

付
け
の
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
提
出

●
問
合
先

可
児
警
察
署

1
◯61
０
１
１
０

妊
婦
の
皆
さ
ん
へ
―
―
―
―
―
―
―

妊
婦
健
診
費
を
助
成

市
は
、
妊
婦
健
康
診
査
を
受
診
す

る
人
に
対
し
て
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
市
内
や
県
内
の
一
部
の

医
療
機
関
で
受
診
す
る
場
合
に
限
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
県
外
な
ど
の
医

療
機
関
で
受
診
す
る
場
合
で
も
、
助

成
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。助

成
額
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象

４
月
以
降
に
県
外
な
ど
の

医
療
機
関
で
受
診
し
た
妊
婦
健
康

診
査

※
こ
の
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、

事
前
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
問
合
先

健
康
増
進
課

図
書
館
桜
ケ
丘
分
館
―
―
―
―
―
―

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

図
書
館
桜
ケ
丘
分
館
は
、
桜
ケ
丘

公
民
館
が
選
挙
の
投
票
所
と
な
る
見

込
み
の
た
め
、
臨
時
休
館
し
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時

４
月
12
日
（
土
）
正
午
〜

13
日
（
日
）
終
日

●
問
合
先

図
書
館
本
館
1
◯62
５
１

２
０
　
桜
ケ
丘
分
館
1
◯64
３
４
７

３
不
動
産
の
登
記
事
項
証
明
書
―
―
―

証
明
申
請
が
便
利
に

岐
阜
地
方
法
務
局
は
、
不
動
産
の

登
記
事
項
証
明
書
（
登
記
簿
謄
本
）

の
申
請
書
を
、
可
児
郵
便
局
に
備
え

付
け
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

同
法
務
局

1
０
５
８
（
２
４
５
）
３
１
８
１

県
民
手
帳
を
購
入
し
た
皆
さ
ん
へ
―

記
載
誤
り
の
お
知
ら
せ

平
成
15
年
岐
阜
県
民
手
帳
の
「
資

料
編
」
に
記
載
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
購
入
者
は

確
認
し
て
訂
正
し
て
く
だ
さ
い
。

●
訂
正
箇
所

資
料
編
44
ペ
ー
ジ
の

川
辺
町
フ
ァ
ク
ス
番
号

（
誤
）
５
３
‐
２
３
２
７

↓

（
正
）
５
３
‐
２
３
７
４

●
問
合
先

総
合
政
策
課

●
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

○
高
校
の

社
会
科
教
科
書
（
可
児
高
校
ま
た

は
加
茂
高
校
）
の
１
〜
３
年
生
用

（
長
谷
川
啓
介
さ
ん
1
◯65
９
２
０

６
）

●
問
合
先

商
工
観
光
課

４月のごみ・リサイクル資源収集日

中恵土・下恵土・禅台寺・徳野南・
平貝戸・明智・石森・石井

23（水）

24（木）

14（月）

17（木）

16（水）

17（木）

21（月）

24（木）

16（水）

15（火）

11（金）

18（金）

23（水）

22（火）

18（金）

25（金）

今渡・土田

菅刈・西帷子・緑・鳩吹台・
若葉台・虹ケ丘

東帷子・愛岐ケ丘・長坂・光陽台・
長洞・帷子新町

川合・川合北・谷迫間・清水ケ丘・
日本ランド・美里ケ丘・坂戸・矢戸・
塩・塩河・室原・坂戸台
久々利・羽崎・二野・緑ケ丘・
羽生ケ丘・瀬田・柿田・しらさぎ・
渕之上

下切・北姫ニュータウン・みずきケ丘・
今・広眺ケ丘・広見

桜ケ丘・皐ケ丘・桂ケ丘・小滝苑・
柿下・大森・松伏・大森台・星見台

収　集　地　区 金物類・
粗大ごみ

缶･ペットボトル･
トレー資源

ゆ
ず
り
ま
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

４月の税金

固定資産税
────１期都市計画税

※４月30日までに納めま
しょう。

なお、広報２月１日号２ページ下段の表中に次のように
誤りがありましたので、お詫びして訂正します。
（誤）「記載事項証明書（一部事項証明書）」

↓
（正）「記載事項証明書」
※同証明書は電算化後も変わりません。
●問合先 市民課

戸籍の証明

電電電電算算算算化化化化後後後後のののの名名名名称称称称ににににつつつついいいいてててて
戸籍事務電算化後の戸籍証明の名称は、次のとおりです

ので確認してください。

電算化前 電 算 化 後
戸 籍 謄 本 戸籍の全部事項証明書

戸 籍 抄 本
戸籍の個人事項証明書または
戸籍の一部事項証明書

除 籍 謄 本 除かれた戸籍の全部事項証明書

除 籍 抄 本
除かれた戸籍の個人事項証明書または
除かれた戸籍の一部事項証明書
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心
配
ご
と
相
談

●
期
日

毎
週
火
曜
日

●
時
間

１
時
〜
４
時

●
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

●
問
合
先

市
社
会
福
祉
協
議
会

1
◯62
１
５
５
５

こ
と
ば
・
発
達
相
談

●
期
日
と
時
間

随
時
電
話
で
受
け

付
け
し
、
調
整
（
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
）

●
場
所

養
護
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
可

児
警
察
署
西
）

●
申
込
・
問
合
先

同
セ
ン
タ
ー

1
◯60
０
２
５
５

行
政
相
談

●
期
日

４
月
11
日
（
金
）

●
時
間

１
時
〜
４
時

●
場
所

市
役
所
１
階
相
談
室

●
問
合
先

総
務
課

法
律
相
談

●
期
日

４
月
15
日
（
火
）、
22
日

（
火
）

●
時
間

１
時
〜
４
時
（
受
け
付
け

は
２
時
ま
で
）

●
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

※
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
問
合
先

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

人
権
・
登
記
相
談

●
期
日

４
月
11
日
（
金
）

●
時
間

１
時
〜
４
時

●
場
所

図
書
館
本
館
（
広
見
）

●
問
合
先

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

住
宅
（
建
築
）
相
談

●
期
日

４
月
18
日
（
金
）

●
時
間

１
時
〜
４
時

●
場
所

市
役
所
１
階
相
談
室

※
耐
震
、
住
宅
性
能
表
示
制
度
、
保

証
制
度
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
問
合
先

建
築
指
導
課

子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談

●
期
日
と
場
所

○
４
月
13
日（
日
）

＝
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー（
下
恵
土
）

○
４
月
21
日
（
月
）
＝
福
祉
セ
ン

タ
ー

●
時
間

１
時
〜
４
時

※
「
生
涯
楽
習
相
談
」
も
受
け
付
け

ま
す
。

●
問
合
先

生
涯
学
習
課
青
少
年
係

国
税
の
出
張
相
談

●
期
日

４
月
24
日
（
木
）

●
時
間

10
時
〜
３
時

●
場
所

市
役
所
１
階
相
談
室

●
問
合
先

税
務
課

無
料
相
談

乳児健康診査・ツベルクリン
●期日 ４月22日（火） ●受付時
間 １時～１時15分　●場所 保健
センター　●対象者 14年12月１日
～15日生まれ

ポリオ
●期日と場所 ○４月15日（火）＝
今渡公民館　○４月21日（月）＝土
田公民館　○４月25日（金）＝姫治
公民館　●受付時間 ２時～２時30
分　●対象者 投与日を基準とし
て、生後３カ月から90カ月までの乳
幼児で、未投与者と１回投与済者

３種・２種混合（初回・追加）
●期日 ４月16日（水） ●受付時
間 ２時～２時30分　●場所 広見
東公民館　●対象者 生後５カ月以
上90カ月未満　○３種＝百日ぜきに
かかったことのない子（３～８週間
の間隔で３回接種） ○２種＝百日
ぜきにかかったことのある子（４～
６週間の間隔で２回接種）

あこがれママ教室
●期日 ○２課＝４月11日（金）
○３課＝４月18日（金） ●受付時
間 ９時20分～９時30分　●場所
保健センター　●内容 ○２課＝妊
婦体操（運動のできる服装、飲み物
を持参）、歯の衛生（歯ブラシ、手
鏡、コップを持参） ○３課＝臨月
からお産、乳房の手当て

保 健  保 健  １歳６カ月児健康診査
●期日 ４月14日（月） ●受付時
間 １時～１時15分　●場所 保健
センター　●対象者 13年９月16日
～30日生まれ

３歳児健康診査
●期日 ４月18日（金） ●受付時
間 １時～１時15分　●対象者 12
年３月16日～31日生まれ　●場所
保健センター

こども相談
●期日 ４月17日（木） ●受付時
間 ９時～10時30分　●場所 保健
センター　●対象者 乳幼児を持つ
人

離乳食相談
●期日 ４月22日（火） ●受付時
間 ２時～２時15分　●場所 保健
センター　●対象者 離乳期の乳児
を持つ人

離乳食モグモグ教室
●期日 ４月23日（水） ●受付時
間 ９時45分～10時　●場所 総合
会館（市役所向かい） ●対象者
離乳中期以降の子どもを持つ人　
●持ち物 エプロン、三角きん、手
ふき　●申込先 健康増進課

心の健康相談
●期日 ４月15日（火） ●受付時
間 １時～３時　●場所 保健セン
ター　●相談内容 不眠、不安、憂
うつ、酒による悩みなど　●相談員
専門医師、保健師　●申込先 健康
増進課（前日までに）

こども歯みがき相談
●期日 ４月16日（水） ●受付時
間 １時20分～２時　●場所 保健
センター　●対象者 12年12月生ま
れ　●内容 歯科健診、染め出し、
ブラッシング指導、おやつ指導　
●持ち物 母子手帳、エプロン、タ
オル、歯ブラシ、手鏡、コップ　
●申込先 健康増進課（前日までに）

母子健康手帳交付
●期日 毎週金曜日（祝日を除く）
●受付時間 ９時15分～９時30分
●場所 保健センター

健康講話
●期日と場所 ○４月15日（火）＝
福寿苑（大森） ○４月25日（金）
＝可児川苑（坂戸） ●時間 10時
～11時　●対象者 60歳以上の人
●内容 高齢者の運動

成人健康相談
●期日 ４月14日（月） ●受付時
間 ９時30分～11時　●場所 保健
センター　●対象者 一般成人　
●内容 ○健康相談＝血圧測定、検
尿、体脂肪率測定　○栄養相談　
○歯科相談

献血

※４／３（木）の献血は行いません。

期　日 時　　間 場　　所
９時30分 関西電力

４／18 ～正午 （今渡）
（金） １時～ 名古屋パルプ

３時30分 （土田）
４／22 10時～１時 ユニー可児店
（火） ２時～４時 （中恵土）
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あ
て
先
：
広
見

一
丁
目1番地広報かに

「み
ん

な
の
え
が
お
係
」

藤田のあちゃん（
２歳・長坂） 加藤ゆずきくん（５カ月・川合）

犬飼あいみちゃん（１歳・下恵土）

可 児 市 の 人 口 と 世 帯
（３月１日現在）

●人　口……96,742人
（男48,001人、女48,741人）
（先月より193人増、

昨年同月より1,111人増）

●世帯数…33,090世帯

1 62 5120
1 65 8530
1 64 3473

本 館
帷 子 分 館
桜 ケ 丘 分 館
http://www.tosyokan.kani.gifu.jp/

展示のご案内
●山火事防止と緑の再生展
４月１日（火）～13日（日）（本館）
●手作り絵本の楽しさ展
４月16日（水）～22日（火）（本館）
●新美南吉生誕90年展
４月26日（土）～５月18日（日）（本館）
●アトム誕生！未来を担うロボット展
４月１日（火）～24日（木）（帷子分館）
●フローラルペインティング展
４月１日（火）～24日（木）（桜ケ丘分館）

ひまわり号巡回予定表
場 　 所

春 里 連 絡 所
光 陽 台 四 丁 目 公 園
西 可 児 中 学 校
旧 姫 治 連 絡 所 南
今 公 民 館
清 水 ケ 丘 集 会 所
南 帷 子 小 学 校
柿 下 公 民 館
緑ケ丘二丁目バス停
羽 生 ケ 丘 公 民 館
東 明 小 学 校
奥山台あすなろ公園
松 伏 団 地
旭 小 学 校
桂ケ丘一丁目バス停
桜ケ丘給水タンク東側
桜 ケ 丘 小 学 校
福 寿 苑
久 々 利 連 絡 所
大 平 公 民 館
し ら さ ぎ 団 地

時　　間
2:10～2:50
3:00～3:40
3:50～4:30
1:30～2:00
2:10～2:40
2:55～3:30
3:45～4:30
1:30～2:00
2:10～2:50
3:05～3:35
3:45～4:30
1:30～2:05
2:20～2:50
3:10～4:30
2:00～2:50
3:00～3:40
3:45～4:30
1:30～2:00
2:15～2:45
3:00～3:30
3:50～4:30

月 日

４/11
（金）

15
（火）

16
（水）

18
（金）

22
（火）

23
（水）

おすすめの一冊
～桜・お花見を楽しむ７冊～

桜の季節です。本を手に、美しい花を
求めて歩いてみませんか？ まずは身近な
所から。
『岐阜県の桜』石垣和義著（太洋社）：県
下３８０カ所の桜を巡り、知られざる伝
説や歴史を明らかにした本です
『ぎふ桜紀行』作美善男著（一つ葉文
庫）：県内の桜の名所を写真集にまとめ
ました
日本各地の桜名所をたどるならこちら

を。
『日本列島桜旅』宮嶋康彦著（小学館）
『日本さくら紀行』（山と渓谷社Ｊグラフ
ィックス）：東日本編と西日本編があり
ます
写真集でじっくりお花見もできますよ。

『夜桜』清水洋志著（新潮社とんぼの本）
『一本桜・森田敏隆写真集』（講談社）：
根尾谷の淡墨桜に代表される老巨樹の写
真集です
桜という植物について、とことん知り

たい人はこちらを。
『桜ブック 本当に桜のすべてが分かる』
（草土出版）：３００種以上ある品種や育
て方などについて載っています

●日時と場所 ○本館＝毎週土曜日午後
２時～　○帷子分館＝毎週土曜日午後
２時～、第２・４木曜日午前10時30
分～（幼児向け） ○桜ケ丘分館＝毎
週土曜日午前10時30分～

●内容 絵本の読み聞かせ、お話、紙芝
居、本の紹介など

休館日

４月７日（月）、14日（月）、21日（月）、
25日（金）、28日（月）、29日（祝）、

５月３日（祝）～５日（祝）

※４月25日（金）は館内整理日です。
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ケーブルテレビ可児7ch放送 

※番組の内容や時間は変更することがあります。 

いきいきマイタウン番組案内 
ケーブルテレビ可児7ch放送 

●放送時間　土・日曜日（7:30・12:30・14:00・20:00・22:00） 
　　　　　　月～金曜日（7:30・12:30・20:00・22:00） 

T M

PRINTED WITH

SOY INK

4/5
〜
11
 

　「データの保存」 
　パソコンで扱うデータを保存するために、
どんな種類の記憶メディア（媒体）があり、
何に注意すれば良いのかを学びます。 
★シリーズ：学校めぐり 

4/12
〜
18
 

　３月26日・27日に行われた可児市ＶＹＳ
主催のジュニアリーダー交流会の模様をお伝
えします。各地のリーダーたちとの交流の中
で、新しい発見があったのでしょうか。 
★シリーズ：市役所の豆知識 

4/19
〜
25
 

　～平成15年度予算～ 
　可児市の新年度予算の内容は、どのように
なっているのでしょうか。主な施策や事業を
中心に紹介します。 
★シリーズ：好きなのはカニダー 

4/26
〜
5/2
 

●ＩＴなんて怖くない・その８ 

●うるおいライフ 

●新年度のまちづくり 

●中山道を行く・総集編（前） 
　６回にわたって放送したシリーズ「中山道
を行く」の前半部分、長野県境～落合宿～中
津川宿～大井宿～大湫宿を一挙にご覧いただ
きますので、お楽しみに。 
★シリーズ：図書館だより 

21
世
紀
も
す
で
に
３
年
目
。

時
の
た
つ
速
さ
を
実
感
し
つ
つ
、

新
世
紀
に
大
い
な
る
希
望
を
持

っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。
し
か
し
、
現
在
の
世
界
情

勢
や
経
済
状
況
な
ど
を
見
て
い

る
と
、
当
分
の
間
は
い
ろ
ん
な

意
味
で
我
慢
の
時
だ
な
と
、
暗

い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。 

今
回
の
特
集
で
は
、「
心
豊

か
な
活
力
と
う
る
お
い
の
あ
る

住
み
よ
い
ま
ち
・
可
児
」
の
実

現
に
向
け
た
新
年
度
予
算
の
紹

介
を
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

に
ど
ん
な
ま
ち
を
残
し
て
あ
げ

ら
れ
る
の
か
。
幸
せ
な
21
世
紀

に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
。
未
来
に
向
け
て
、
予
算

編
成
の
役
割
の
大
切
さ
を
あ
ら

た
め
て
感
じ
ま
し
た
。
　（
山
） 

表　紙　の　人 

宮本和敏さん 
加藤　韻さん 　 

「負けた悔しさや、

優勝したうれしさ

をみんなで喜べる

のがいい」とサッカーの魅力を語る宮本さんと加

藤さん。全国で通用する県内の有望な選手を育て

るため、県サッカー協会が行う日伯サッカー交流

事業に参加する中高生20人の中に選ばれました。

３月中旬から２週間ブラジルに渡り、現地のコー

チの指導を受けたり試合をしたりして、サッカー

の本場ブラジルで腕ならぬ足を磨いてきました。 

これまでは東濃地域のクラブチームで一緒にプ

レイをしてきた２人。中部中を卒業し、４月から

はそれぞれ別々の県内の強豪校に進学。ライバル

となります。夢である海外のプロチーム選手を目

指して、フィールドを駆け回ります。 

桜の季節
「なぜか心がウキウキする」。桜はそんな不思議な力を持っています。
春のそよ風を受けながら、桜の下を散歩すると心が弾みます。

（広見）


